
解

題

詩
史
顰

　

　
一
卷

　

　

　

　

　
　

市

野

光

彦

著

　

市

野

光

彦
、字

は
俊

卿
、簣

窓

と

號

す
、晩

に

迷

庵

と

號

す
、六

世

の
祖

重

光
、
伊
勢

白

子

邑

よ
り

江

戸
神

田

に

來
り

て

質

庫
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娶
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を
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狩
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の
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だ
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ノ
　

ト
　

テ

率

不
レ察

當

時

情

褻

慢

然

品

評

贊

之

罵
レ之
、亦

不
レ過
レ玩
"弄

古

今

人

物

輔而

巳
.

　

　

ト
　
　
ハ
ソ
　
　
　
　
　
ル
ニ
ノ
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　コ
シ
テ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
ス
　
　
ト
　
ニ
　
　
　
　ヵ
　
ル
コ

豈

詩

史

云

乎

、今

觀

呂茲

篇

嚇情

意

懇

切

、
以

二公

義

名

分

一爲

γ旨

、萸

不

レ員

v爲

二詩

史

一

　

ツ
テ

　フ

フ

ト

ハ

ス
ル

　
　

ヰ

ノ

テ

コ

メ

ぜア

ノ

焉

、而

自

日

V顰

者

、蓋

謙

耳

、鳴

呼

如

二茲

篇

嚇在

二今

β

觀

レ之

、
一

部

詩

史

而

巳

矣

、

メ
　ハ

ノ

ロア
シ
キ

マ

リブ

　

コ

　
ン
ヵ

ン
ト

レ

　

　

　

ロキ

　

コ

使

二當

世

人

士

讀

ワ之

、則

將

二如

何

觀

一乎

、
此

詩

史

之

所

昌以

貴

二于

世

一也

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
ほ

明

治

八

年

清

明

後

二

日

識
二於

二

州

橋

南

紅

塵

不
γ到

庫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

養

素

軒

主

入

　

チ

シ
テ

チ

　

　

　

　

シ

　
　
シテ
テ

グ

　チ

　ハ

メ

テ

　テ

余

曾

詠
鴨楠

墓

日
、楠

子

墓

邊

秋

氣

清
一彷

徨

弔

「古

仰

英

名

嚇老

松

留

得

雄

風

唱

リ
　
　
ミ
　
　

ク
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ヨ

在
、時

聽

干

軍

萬

馬

聲

。

　

　

　

詩
史
顰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一



日

本

詩

話

叢

書

二

蜘

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

青

青

柳

原

前

光

　

　

　

　

　

　

ラ
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
お
　
　

ダ
　
　
ヵ
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
ス
　
　
セ
メ
　
ヲ
ク

　

　

　

テ
　
　
シ
テ

　

余

嘗

詠
"楠

公
一日
、天

子

蒙

塵

蓮

未
傾

、勤

王

諸

將

爾

縱

横
、賊

圍

可
レ潰

死

傷

　

　

バア

ラ
ド
ソ
カ

チ

ノ

　

ナ
ル

のア

ゆア

ル

ゴ

ト
サ
ス

ガ

　
　

レ

エ

　

カ

ラ
ン

　

し
勇

、無
昌乃
斯

公

太

早

生
嚇護

}此

卷

一到
二藤

公
百

、多

君

忠

諌

觸

呂皇

威
嚇去

就

誰

知

　

　

ル
テ
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
メ
メ
　
　
　
　
　
　
　ク
　
　
セ
　
　
エ　
　
コ　
　
ル　
　
　
　
　
　
　
タ
ル
コ　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
シ
テ
　
　
　セ
リ

　

有

是

非

嚇若

使

當

年

能

死

"事

、良

勝

丘

壑

著

僣

衣

噛則

又

爽

然

自

失

矣

、鳴

呼

　

　

　

　

　

　

　

　

レ
　
ケ
ン
　
ル
　
　
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
　
セ

　

忠

臣

死

生

之

際

、其

可

レ不

一明

見

而

深

察

一哉

。

　

紀

元

二

千

五

百

三

十

四

年

第

四

月

十

二

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

愛

古

堂

主

人

罕

崇

識

　

　

ム
　
　
　
　
　
　
　
　チ

　

讀

二詩

史

顰

一

　

　

ハ

　
　

よデ

チ

ノ

　

　

シ

ル

　

　
　

シ

ノ

　ロ

シ
ラ

ク

～
詩

者

志

也
、謗
二其

詩
一而

其

人

人

之

志

可
『知

矣
、市

野

某

生
一長

市

井

問
而

能

7

箕

感
誕

南
朝
忠
邪
之
興
其
筆

之
志
餌
筑
也
蓋
在
覽

政
饐

茖

義
圭

　

ナ
ヲ
　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
ド
　
　
　ハ　
　
リ
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ニ
　
　
ハ
　
　
ソ
　
　
レ
ノ
　
ゾ
　
　
ク
　
　
　
　
　ス
　
　
　
　
　
　ナ
　
　
ホ
　
　
シ

分

明

h
雖

壬

大

夫

納或

有

v惑

轟於

順

逆

之

跡

噛
某

何

爲

者

、
早

看

破

大

義

嚇
獪

如

下
衆

　

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　リ　
　
　
　
ル
カ
　
　
　
　
テ
　
　
ほ
　
　
シ
　
　
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ダ
　
　
ぜ

草

中

之

得
瓊

芝
蕉

目

中

之

得
呻明

珠
n洵

可
潔珍

也
、余

嘗

慨

近

來

刻

本

太

多
、



　

　

　

　

ト
シ
テ

フ

　
　

コ

ン

　

　

　

バ

グ

キ

ク

　
　

キ
ハ

　

ノ

テ

　
　

お

ル
む

にフ

せ

ン
ね

τ
　
學

者

茫

然

迷
'律

涯
瓦

無

用

之

書

悉

可
γ燔

也
、若
二此

篇
{在
今

日
一作
γ之

不
必

　

　

ヲ

フ
ル
ニ
ツ
テ

テ

　

　

　
　
ね

ス

テ

　

　

　

　
　

セ
ゆ
ヅ

ク
ソ

ボ
ス

　

足

や傳

、而

在

霓

政

年

間

輔成

v之

、其

志

之

卓

越

安

可

レ滅

哉

。

　

　

　

　

　

　

。
　

　

　

　

　

　

　

　

ス
　

　

　

　

ノ
,　

　

　

　

　

　

　

　

昌

　

明

治

七

年

四

月

　

秋

月

樹

題

於

橋

場

小

莊

鐵

蕉

園

屮

　

詩

史

顰

小

序

　

　

　

　

　

・

　

　

ヒ
ト

シ

ノ

　

　

　サア

サ
テ

フ

ぬア

　

　

　レ
のハ

ツ

　

　

　

　

　
や

　

　

　

　

　

　

　コ

　

或

持

二此

小

冊

子

一來

請

V序

、
姻

日

觀

レ之

、則

篇

中

皆

係

二南

朝

諸

將

之

事

跡

一耳

、

　

　

ハ

　

　

　

　

ヲ

ジ

テ

　
　
テ

ズ

テ

　

　
　
ニ

　

　

　

　
ム

テ
シ
テ

　
シ
チ

　

或

詩

或

評

、詩

以

詠

ド之

、評

以

論

v之

、詩

評

倶

質

直

古

雅

、令

二人

感

激

而

忠

邪

　

　

ラ
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　コ　
　
　ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ヨ
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　ル　
　
　リナ
　
　
　ハ　
　レ
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　

自

判

然

一矣

、實

非

二淺

學

士

所

ツ
及

也

、述

レ之

者

誰

、往

歳

寛

政

年

間

人

、市

野

某

　

　

フ

ノ

コ
シ
テ

　
リ

ノ

　

　
　
シ

フ

　

　

　

　

　
　

ロド

　

　

　
　
ぬア

　

　

　

　　フ
フ
レ
ねの

ミ

　

云
、斯

人

而

有

斯

學
也

、可
γ謂
昌市

井

中

之

珍

資

矣
、今

予

以
寛

政

前

後

考
γ之
、

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ
ル
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ノ
　

ハ
ル
も
チ
　
　
　
ヨ
　
　

ヨ
　
　
ル
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叉
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燈
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詩
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詠
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史
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史
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猾
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レ述

、詩

能

出

γ之

、人

之

　

尻

レ不
艸龍
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史
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寔
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五
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、勇

敢

裂

眥

之

士
『亦

不
ゼ
少
、

　

　

メ
　
　
　
　
モ
　
　
ナ
ル
　
ハ
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判
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　ド
ジ
テ

シ

　

　

　

　

　
　

ル

　

　
ク
ゆ

ノ

ル
　ア

おハ

　

　

リ

　

　
ン
デ

ノ

グ
レ
ヒ

　

ラ

　

　

シ
テ

之

旨
、皆

粲

然

旡
二餘

蒭

焉
、則

所

レ謂

助
こ史

不
ワ及

者

有

焉
、及
§其

告

二成

事

嚇乃

書

　

　

　

ス
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

チ
　
　
テ

γ之

以

題

二于

簡

端
ハ寛

政

壬

子

秋

日
、杉

本

良

子

敬

序

。

嫻

詩

史

顰

五

`



了

詩

史

顰

江

戸
　

市

野

光

彦

述

鰤
劫　

　
　

大

塔

宮

生

惟

婦

舌

阻
昌恩

情
嚇獄

土

徒

埋

孝

子

誠
、皇

上

不

ド知
姦

賊

計
、自

家

壊

了

一
長

城
。

　

王

艱

楚

勸

勞
、再

興
昌王

室
嚇天

下

之

赴
レ義

者
、莫

　
γ不
昌由
γ此

威

起
「焉
、故

王

存

則

士

心

附
、王

死

則

　

士

心
離
、士

心

之

離

哈
」存

亡

之

所
v繋

也
、王

宜
"

謹

愼

淵

默
、藏
v鋭

昧
y跡
、奉
γ詔

而

復

識天

台

座

主
嚇

多

請
昌莊

園

一而

蓄

昌泉

穀

嚇以

致
中慣

兵

之

精

強
い則

尊

氏

雖

"狡

甚

幽豈

不
昌爲
レ之

膽

落

'乎
、不
v能
v若
v爵
、

而

欲
駕速

誅
亀尊

氏
嚇機

事

不
レ密
、爲

昌其

所
7乘

、絡

逢
轟

　

　

　

詩

史

顰

　

大
塔
宮

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

む
な
し

生
増
す
婦
舌
の
恩
情
を
阻
す
る
を
、獄
土
徒
く

埋
む

孝
子
の
誠
.

皇
上
は
知
ら
す
姦
賊

の
計
を
、自
家
壞
了
す

一
長
城
。

王
は
、艱
楚
勤
勞
し
て
再
び
王
室
を
興
す
、
天
下
の
義
に
赴
く

者
、
此
に
由
り
て
感
起

せ
ざ
る
は
莫
し
、
故

に

王
存
す
れ
ば
則

ち
士
心
附
き
、
王
死
す
れ
ば
則
ち
士
心
離
る
、
士
心
の
離
合
は
斗

存
亡
の
繋
る
所
な
り
、王
、
宜
し
く
謹
愼
淵
默

し
て
、
鋭
を
藏
し

跡
を
眛
ま
し
、詔
き
奉
じ
て
天
台
の
座
主
に

復
し
、多
く
莊
園

を
請
ひ
て
泉
穀
を
蓄

へ
、
以
て
僣
兵
の
精
張
を
致
ず
べ
し
、則

ち
尊
氏
は
狡
甚
と
雖
も
、豈
、之
が
爲
め
に
膽
落
ち
ざ
ら
ん
や
、

此
の
若
く
な
る
能
は
す
し
て
、
速
に
霹
氏
を
誅

せ
ん
と
欲
す

機
事
密
な
ら
ず
、
其
の
乘
す
る
所
と
爲
り
、
絡

に
其
の
毒
手
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
、

逢
ひ
、
身
は
獄
申
に
死
し
、而
し
て
王
室
も
亦
た
振
は
す
、鳴
呼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一



螂7

　

　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

　

其

毒

手
{身

死
.獄

中
曲而

王

室

亦

不
v振

矣
、鳴

呼

　

豈

非

昌千

古

之

遺

械

一哉
。

　

　

楠

正

成

決

v機

制
v勝

立
一一元

勳
h奇

與
昌孫

呉

一較
"寸

分
嚇歎

息

英

雄

呑
v志

沒
、室

將

忠

義

一許
昌楠

君
岶

　

楠

公

笠

置

之

對
、獪
昌韓

信

漢

中

之

言

騨也
、大

計

　

先

定
、注

措

從

設
、非

入

傑

翼

誰

能
v之

、況

公

忠

　

大

節

、炳

乎

如
昌日

星

之

麗

7天
、亘
昌萬

古
而

不
v叮

　

v磨

、是

韓

信

之

所
レ不
v能
v及
、而

將
"與
昌諸

葛

孔

明
"

　

竝

驅

爭
う先

焉
、或

謂

昭

烈

三

顧
、孔

明

始

出
昌草

　

多
践
、胎に
蛙凱
臨耳釦　
鴫　
』ー
E
、旨

、
丶　
P

"、二
、ト」、　亅-「
垂
膨　
建

」遭」

　

壥

為
よ
漣

謎
三

イ

仁

一游

石

皀

当

婁

日

炭

纏

孝

　
γ羞

焉
、是

不
ゾ然

也
、我

日

本

開

闢

以

來
、聖

子

紳

　

孫
、繼
v體

建
F極
、百

王

一
姓
、萬

世

不

易
、六

十

六

　

州

皆

悉

莫

v非
昌王

臣
一也
、況

世

食
。采

畿

内

脚列
γ職
、

{

豈
に
千
古
の
遺
憾
に
あ
ら
す
や
。

二

　
　
楠
正
成

機
を
失
し
勝
を

制
し
て
元
勳
を
立
つ
、
奇
は

孫
呉
と

寸
分
を
較

す
、
歎
息
す
英
雄
志
を
答
ん
で
沒
す
、
室
し
く

忠
義
を
將
つ
て
楠

君
に
許
す
。

　
楠
公
、
笠
置
の
對
け
、獪
ほ
韓
信
、漢
中

の
言

の
ご
と
し
、大
計
先

　
づ
定
ま
り
、
注
措
從
て
設
く
、
人
傑
に
非
す
ん
ば
、其
れ
誰
れ
か

　
之
を
能
く
せ
ん
、
況
ん
や
公
忠
大
節
、
炳
乎
と
し
て

日
星

の
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
な

　
に
麗
く
が
如
し
、萬
古
に
亘
り
て
磨
す
ぺ
か
ら
す
、
是
れ

韓
信

　
の
及
ぶ
能
は
ざ
る
所
に
し
て
、將
に
諸
葛
孔

明
と
竝
び
驅
せ
て

　
先
を
爭
は
ん
と
す
、
或
ぴ
と
謂
ふ
、
昭
烈
三

顧
し
て
孔
明
始
め

　
て
草
廬
を
出
づ
、笠
謬
、
一
介
の
使
を
遣
は
し
て
、楠
公
は
帥
ち

　
至
れ
9
、
其
の
出
處
微
し
く
羞
つ
る
あ
り
と
、
是
れ

然
ら
ざ
る

な
り
、
我
が
日
本
は
開
闢
以
來
垂

子
祕
孫
、體
を
繼
ぎ
極
を
建

　
て
、百
王

一
姓

に
し
て
、萬
世
不
易
な
り
、六
十
六
州
は

皆
な

悉

　
く
王
臣
に
非
ざ
る
は
莫
し
、
況
ん
や
世
、、采
を
畿
内
に
食
み
、職

　
に
列
す
る
を
や
、
入
臣
の
君
父
の
急
に
赴
く
、飢
潟
よ
り
哨
甚

　
だ
し
き
有
り
、
豈

に
織
履
の

子
、天
子
と
爲

る
者

に
同
じ
か
ら
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人

臣
3赴
昌君

交

之

急
門有
γ甚
"乎

飢

潟
焉

、豈

同
於

　

織

履

之

子

爲
昌天

子
卩者
亀乎
、如
"孔

明
門出

亦

可
、不

　

v出

亦

可
、唯

其

知

遇

之

隆

如
ひ彼
、則

不
v能
v不
γ出

　

而

巳
、爲
昌楠

公
著

、余

獪

恐
昌其

出

之

丕

蚤

也
。

　
　

楠

正

行

大

厦

垂
ぴ傾

獨

木

支
、此

公

眞

箇

好

男

兒
、揚
γ生

報

國
全
昌忠

孝
補

氏

家

風

也

數

奇
。
、

F　

公

受
昌父

遺

託
嚇堂

構

之

義

増

勤
、以
智敵
昌王

愾
一報
'

　

父

讎
爲

v心
、又
能

奇

正

互

用
、以
"寡

勝
レ衆

義

旗

　

之

所
v向
、敵

人

風

披
、可
γ謂
ヨ此

父

而

有
昌此

子

矣
、

、
鳴

乎

當
昌南

朝

襄

頽

之

秋
嚇天

下

之

忘
v美
、而

殉

　
レ私

者

何

限
、而

公

能

終

始

如
二

、以
γ死

報
v國
、清

　

忠

苦

節
、烈
昌於

風

霜
一矣
、乃

父

而

有
v知
、欣

然

含
昌

　

笑

于

地

下
騨矣
、夫

孝

者

善

繼
昌人

之

志
'者

也
、故

　
　
　
　
　
詩

吏
顰

や
、孔
明
の
如
き
は
、出
つ
る
も
亦
た
可
な
り
、
出
で
ざ
る
も

亦

た
可
な
り
、唯
だ
其
の
知
遇
の
隆
な
る
彼
の
如
七
、則
ち

出
で

ざ
る
能
は
ざ
る
の
み
、楠
公
た
る
者
余
は
獪
ほ
其
の
出
る
の
蚤

か
ち
ざ
る
を
恐
る

」
な
り
。

　
　
楠
正
行

大
厦
傾
く
に
垂
ん
く

と
し
て
獨
木
支
ふ
、此
の
公
眞
箇
に
好
男

兒
、
生
を
捐
て
ゝ
.國
に
報
ひ
忠
孝
を
全
う
す
"
楠
氏
の
家
風
ま
た

數
奇
。

　
公
は
父
の
遺
託
を
受
け
、
堂
構
の
義
増
.勤
め
、王
愾
に
敵
し
父

　
讎
を
報
す
る
を
以
て
心
と
爲
す
、
又
た
能
く
奇
正
互
に
用
ひ
、

　
寡
を
以
て
衆
に
勝
ち
、
義
旗
の
向
ふ
所
は
、
敵
人
風
披
す
、此
の

　
父
に
し
て
此
の
子
あ
り

と
謂
ふ
べ
し
、
鳴
乎
、南
朝
寰
頽
の
秋

　
に

當
り
、
天
下
の
義
を
忘
れ
て
私
に
殉

ふ
者
、
何
ぞ
限
り
あ
ら

　
ん
、而
し
て
公

な
能
く
絡
始

一
の
如
く
、
死
を
以
て
國
に

報
ゆ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
げ

清
忠
苦
節
.風
霜
よ
り
も
烈
し
、
乃
父
に
し
て
知
る
あ
ら
ば
、欣

然
と
し
て
笑
を
地
下
に
含
ま
ん
、夫
れ
孝
は
善
く
人
の
志
を
繼

ぐ
者
な
り
、
故
に
父
に
事
ふ
る
の
道
は
、
父
の
志
を

成
す
よ
り

美
な
る
は
莫
し
、
然
ら
ぱ
則
ち
公
の
如
き
は
、
豈
、忠
孝
兩
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
三
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姻ア

～
　
　
　
　
　

日
本

詩
話

叢
書

　

事
『父

之

逍
、莫
γ美
γ成
。父

之

志
一焉
、然

則

如
γ公
、豈

　

非
昌忠

孝

兩

全

者
一哉
。

　
　

新

田

義

貞

人

心

向

背

反

掌

間
、眞

武

如
『君

敗

衂

還
、可
y識

興

亡

天

意

也
、鮫

姫

充
γ賞

不
邑相

關
叩

　

左

中

將

首

唱
昌大

墾

所
v向

無
v敵
、滅
昌亘

魁
騨定
昌關

　

東
荷

其

易

也
、及
典

"尊

氏
構

夛
難
、敗
亡

相

繼
、蓋

　
γ世

拔
「由

之

力

安

在

哉
、昊

天

不
レ弔
、王

綱

日

弛
、

　

人

心

已

去
、姦

雄

乘
儡其

機
嚇雖
レ以
鳳公

之

忠

武
赤

　

有
.不
γ可
昼挽

回
一者
鵡歟
、比

叡

之

役
、尊

氏

西

走
、帝

　

賜
"内

侍
聯以

賞
昌其

功
朔禰

公

漁
昌其

色
叫不
"敢

邁

討
.

　

賊

焔

熄

復

熾
、天

下
e竟

不
γ可
v爲

也
、然

則

公

之

　

罪
、死

有
昌餘

責
曹矣
、然

公

勤

王

之

志
、百

折

不
レ撓
、

　

牧
"餘

燼
鰌而

圖
昌恢

復
ハ又

且

繼
レ之

以
γ死
、則

豈

漁
職

る
者
に
あ
ら
す
や
。

新
田
義
貞

四

人
心
の
向
背
は
反
掌
の
聞
、貫
武
君
の

如
き
も

敗
衂
し
て
還
る
、

識
る
可
し
興
亡
は
天
意
な
り
、妓
姫
賞
に
充
る
は
相
關
せ
す
。

左
中
將
首
と
し
て
大
義
を
唱

へ
向
ふ
所
敵
な
し
.亘
魁
を
滅
ぼ

し
關
東
を
定
む
、
何
ぞ
其
れ
易
き
や
、
尊
氏
と
難
を

構
ふ
に
及

び
、
敗
亡
相
ひ
繼
ぐ
、
世
を
蓋
ひ
山
を
拔
く
の
カ
、安
く
に
か
在

る
や
、昊

天
弔
ま
す
、
王
綱
日
に
弛
び
、入
心
巳
に
去
り
、姦
雄

其
の
機
に
乘
す
.公
の
忠
武
を
以
て
す
と
雖
も
、
亦
た
挽
回
す

可
か
ら
ざ
る
者
あ
る
か
、
比
叡
の
役

に
、尊
氏
西
に
走
る
蕣

内

侍
を
賜
ひ
て
以
て
其
の
功
を
賞
せ
ら
る
、而
し
て
公
は
其
の
色

に
漁
し
て
、
敢
て
追
討
せ
す
、
賊
煩
熄
ん
で
復
た
熾
な
り
、天
下

竟

に
爲
す
可
か
ら
す
、然
ら
ば
則
ち
公

の
罪
は
死
し
て
餘
責
あ

り
、然
れ
ど
も
公
、勤
王
の
志
は
、百
折
撓
ま
す
、餘
燼
を
牧
め
て

　
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

詼
復
を
圖
り
、
叉
た
且
つ
之
に
繼
ぐ
に
死
を
以
て
す
、
期
ち

豈

に
女
色
を
漁
し
て
王
室
を
忘
る
ゝ
者
な
ら
ん
や
、且
つ
際
會
の

來
る
は
、
霤
に

一
時
に
非
ら
ざ
る
な
り
、
天
意
悄
し

王
室
を
疏
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女

色

偏而

忘
主

室

者

乎
.且

際

會

之

來
.非

菅̀

一

　

時
h也
、天

意

衢

肪
主

室
髄焉
、則

恢

復

之

業
、叉

有
昌

　

可
レ爲

之

日
駟焉
、然

則

雖
v有
昌百

内

侍
嚇徒

足
事充
昌下

　

陳
葡

娯
ゆ宴

蝣
r
雨

巳
。

　
　

新

田

義

興

膽

勇

元

來

有
雌父

猟

豈

圖

舟

覆

溺
百英

雄

莫
γ言

詭

計

輸
昌姦

賊
崩兵

道

…欺
レ人

臣

道

忠
。

　

公

之

襲

鎌

倉
騨也
、躬

侵
"矢

石
帆所
γ當

無
v齣
、轡

索

　

斷

而

垂
γ地
、伏
γ鞍

結
y之
、敵

刄

交
昌兜

崟
「泰

然

無
昌

　

驚

色
叭其

勇

猛

之

氣
、北

宮

黝

不
レ如

也
、蓮

屬
昌陽

　

九

之

會
恵

義

之

志

不
γ得
=

伸
一矣
、矢

口

渡

之

　

變
、天

邪

人

邪
、虎

、爲
驫靈

鬼
h両

且

殺
γ所
γ怨
、鳴

呼

　

其

紳

靈

如
γ此
、而

不
〃能
v殺
昌魁

賊
嚇何

也
、日

天

定

　

而
勝

》人
、奘

宋
γ定

也

不
シ能
y勝
v焉
、天

且

然
、況

鬼

　
　
　
　
　
詩

史
顰

ん
け
ば
、則
ち
恢
復
の
業
は
、
又
た
爲
す
可
き
の
ロ
あ
り
、
然
ら

ば
則
ち
百
の
内
侍
あ
り
と
雖
も
.徒
だ
下
陳
に
充
て
、
宴
遊
を

娯
ま
し
む
る
に
足
る
の
み
。

薪
田
義
撫
ハ

膽
勇
元
來
父
の
風
あ
り
、豈
岡
ら
ん
や
舟
覆
り
て
英
雄
を
「溺
ら
す

を
、
言
ふ
こ
と
莫
れ
詭
計
姦
賊
に
輸
く
と
.
兵
逍
は

人
を
欺
き
崑

道
は
忠
な
り
。

　
公
の
鎌
、倉
を
襲
ふ
や
、
躬
か
ら
矢
石
を
侵
し
、當
る
所
前
な
し
、

　
轡
索
斷
え
て
地
に
垂
巾
、鞍
に
伏
し
て
之
を
結
ぶ
、
敵
刄
は
兜

　
鑿
に
交
は
る
も
、
泰
然
と
し
て
驚
く
色

な
し
、
其
の
勇
猛
の
氣

　
は
北
宮
黝
も
如
か
ざ
る
な
り
、
蓮
、
陽
九
の
會
に
屬
し
、忠
義
の

　
志

一
び
も
伸
ぶ
る
を
得
す
、
矢
口
の
渡

の
變
は
、
天
か
人
か
、死

　
し
て
黶
鬼
と
爲
9
、
尚
ほ
且
ほ
怨
む
る
所
を

殺
せ
り
、
鳴
乎
其
、

　
の
棘
麋
此
の
如
こ
、
而
し
て
魁
賊
を
殺
す
能
は
ざ

る

は
何
ぞ

　
や
、曰
く
天
定
り
て
人
に
勝

つ
、其

の
未
だ

定
ま
ら
ざ
る
や
.
焉

　
れ
に
勝

つ
こ
と

能
は
す
、
天
す
ら
且
ほ
然
り
、
況
ん
や
鬼
紳
を

　
や
、此
れ
其
の
榊
の
靈
な
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五



晶……

棚7

　
　
　
　
　

日
奉

詩

話
叢
書

　

紳

乎
、此

非
昌其

紳

之

不
ワ靈

也
。

　
　
　
名

和

長

年

眞

龍

失
v水

急

如
v焚
、壯

士

乘
レ機

著
己烈

勳
{船

上

出

頭

移
v蹕

處
、片

時

不
v可
v少
昌斯

君
明

　

常
昌隱

岐

蒙

塵

之

際
嚇逆

臣

縱
昌其

螫

毒
崩而

復

挾
昌

　

將

心
晒帝

能

超
"波

險
明而

避
v難
、長

年

奮

然

麌
μ身

　

而

赴
γ急
、護
昌行

在
「卻
昌賊

軍
n中

興

之

基

本

立

矣
、

　

微
"萇

年
蒂

其

危

哉
、及
ヨ奪

氏

犯
"京

師
嚇審
呂察

時

　

世

之

不
苛

v爲
、閉
街

輿

而

戰

死
、鳴

呼

乎

其

功

　

業

忠

義

興
楠

氏
比

v美
、而

遣

風

餘

烈
、起
雛貪

儒

　

乎

千

載

之

下
n豈

不
v偉

乎
。

　
　

、源

親

房

賀

蘭

觀

望

急
"雎

陽
h移
v檄

勤
v王

勢

不
レ張
、蓮

否

全

才

無
γ所
v用
、徒

修
員國

史
"正
昌綱

常
叩

穴

　
　

名
和
長
年

眞
龍
水
を
失
ひ
急
な
る
こ
と
焚
く
が
如
し
、壯
士
機
に
乘
じ
て
烈

勳
を
著

は
す
.
船
上
山
頭
蹕
を
移
す
處
、
片

時
も
斯
の
君
を

少
ぐ

.可
か
ら
す
。

　

隱
岐
蒙
塵
の
際
に
當
り
、
道
臣
、其
螫
毒
を
縱
に
し
、而

一
て
復

　

た
將
心
を
挾
む
、
帝
能
く
波
險
を
超

へ
て

難
を
避
く
、
長
年
奮

　

然

と
し
て
身
を
棄
て
↓
急
に
赴
き
、
行
在
を

講
り

賊
軍
を
卻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か

　

け
、
中
興
の
基
本
立
て
り
、
長
年
微
り
せ
ば
葡
共
れ
危
い
か
な

　

尊
氏
の
京
師
を
犯
す
に
及
び
、時
世
の
爲

す
べ
か
ら
ざ
る
を
審

　

察
し
、
街
門
を
閉
ぢ
て
戰
死
す
、鳴
呼
其

の
功
業
忠
義
、楠
氏
と

　

美
を
比
し
.而
し
て
遺
風
餘
烈
は
貪
儒
を

千
載
の
下
に
起
た
し

　

む
、豈
、に
偉
な
ら
す
や
。

　
　
源
親
房

賀
蘭
觀
望
し
て
雅
陽
急
な
レ
、檄
を
移
し
て
王
に
勤
め
し
む
る
も

勢
張
ら
す
.
遐
否
に
し
て
全
才
も
用
ふ
る
所
無
し
、
徒
に
國
史
を

修
し
て
綱
常
を
正
す
唱
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公

以
昌交

武

全

才
ハ毳
昌心

王

室
叫千

艱

萬

苦
、無
v不
易

備

嘗
關

城

之

圍

甚

急
、而

結

城

親

光
、觀

望

不

v遙
、公

乃

移

書
、諷

以
昌大

義
嚇忠

烈

慷

慨

、志

貫
昌金

石
嚇千

載

之

下

讀
5其

書
嚇不
v覺

潜

然

涙

下

也
、鳴

乎

至

誠

之

威
6人

心
著

遠

矣
、而

不
γ能
γ回
昌親

光

之

志
荷

哉
、豊

有
.時

勢

利

害

之

膠
昌人

心
一甚
昌於

,

頑

石
輌者
歟

、公

晩

修
昌國

臭

正
γ統

斥
γ僣
、議

論

正

大
、些

范

純

夫

唐

鑑
嚇北

朝

叉

有
昌績

正

統

之

作
嚇

共

意

專

欲
γ爭
昌正

閨

也
、然

北

帝

足

利

氏

之

斯

γ立
、童

謠

所
y謂

將

軍

賜

以
邑天

子

位

一者
、足
鵬以

觀

畠.

時

世

矣
、南

朝

雖
邑偏

安
嚇三

種

紳

器

現

然

在
v焉
、

賞

罰

號

令

一
出
菖天

子
内忠

臣

義

士

爲
。之

爪

牙
嚇

然

則

正

統

之

辨

有
γ所
v歸

矣
。

源
顯
家詩

史

顰

公
は
文
武

の
全

才
を
以
て
心
を

王
室
に

盡

す
、千
難
萬
苦
、備

嘗
せ
ざ
る
な
し
、
關
城
の
圍
、甚
だ
急
な
り
、而
し
て
結
城
親
光
、

觀
望
ー
て
進
ま
す
、
公
乃
ち
移
書
し
、訊
す
る
に
大
義
を
以
て

す
、忠
烈
慷
慨
、
志
、金
石
キ
貫
く
ギ

載

の
下
、丸
ハの
書
を

讀

ん

で
、覺
え
す
潜
然
と
し
て
涙
下
る
な
り
、鳴

乎
至

誠
の
人
心
を

感
す
る
者
遠
し
、而
し
て
親
光
の
志
を
回
す
能
は
ざ
る
は
何
ぞ

や
、豈
ん
ど
時
勢
利
害
の
人
心
を

膠
す
る
、
頑
石
よ
9

甚
だ
し

き
者
あ
る
か
、
公
晩
に
國
史
を
修
し
、
統
を

正
し
僣
を
斥
け
.議

論
正
大
に
し
て
范
純
夫
の
唐
鑑
に
比
す
、
北
朝

は
叉
た

績
正

統
の
作
あ
り
、
其

の
意

は
專
は
ら
正
閏
を
爭
は
ん
と

欲
す
る

な
り
、然
れ
ど

も
北
帝
は
足

利
氏
の
立
つ
る

所
に
し
て
、誼
謠

忙
謂
る
は
め
將
軍
賜
ふ
に
天

皇
の
位
を
以

て
す
と
い
ふ
者
な

り
、以
て
陪
勢
を
觀
る
に
足
る
、
南
朝
は
偏
安
す
と
雖
も
、
三
種

の
紳
器
は
現
然
と
し
て
在
り
、賞
罰
、號

令

一
に
天
子
よ
り
.出

で
、忠
臣
義
士
之

れ
が
爪
牙
と
爲
る
、然
ら
ば
則

ち
杷
統
の
辧

は
歸
す
る
所
あ
り
。

源
顯
家

七
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魏7

　
　
　
　
　
日
本
詩

話
叢

書

千

戰

徒

勞

答
昌國

恩
「君

能

不
レ忘

喪
昌其

元
嚇人

當
菖死

作
渇忠

臣

鬼
∵篳

倣

姦

雄

負
"至

奪
叩

　

大

擧

可
」

、而

不
v可
v再

也
、蓋

亂

世

人

心
、隨
"形

　

勢
一而

變

化
、朝

爲
昌父

子
ハタ

爲
昌胡

越
嚇反

覆

離

合

　

不
V可
昌端

傀
騨也
、善

將
V兵

者
、常
二

舉

得
ゾ志

之

際
納

　

激

勵

奮

發
、告
昌陳

衆

族
嚇執
v訊

獲
醜

、掃
除

欒

穴
朔

　

是

以

蝸

根

絶

而

災

華

息
、可
ヨ以

致
昌治

畢
,矣
、二

　

位

一
率
路奧

勿

之

精

悍
門敗
翻東

軍
嚇走
昌亘

魁
"其

功

　

亦

偉

矣
、而

醐
勝

之

後
、驕

惰

竝

生
、未
γ及
昌追

討
嚇

陛

辭

而
歸
鰰ジ鎭
、途

使
目賊

養

γ勢

再

起

焉
,其

罪

與

`

義

貞

』

律

而

已
、及
嚇舞
二
擧

入

援
嚇諸

部

觀

望
、兵

馬

不
v集
、雖
"能

拔
ヨ鎌

倉
嚇而

師

潰
艪安

部

野
嚇身

膏

。

白

刄
「骨

朽
昌黄

壤

「豈

非
5叮
"惜

之

甚

一哉
、然

如
昌其

忠

烈
嚇娩
昌美

二

楠

鱒南

千

載

有

昌餘

芳

鞘矣

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
八

千
戰
徒
し
く
勞
し
て
國
恩
に
答
ふ
、君
能
く
忘
れ
す
其
の
元
を
喪

ふ
を
、
人
は
當
に
死
し
て
忠
臣
の
鬼
と
作

る
べ
し
、
寧
ぞ
倣
は
ん

姦
雄
の
至
尊
に
負
く

に
。

　
大
擧
は

輔
た
び
す
べ
く
、
再
び
す
べ
か
ら
す
、蓋
、亂
世

の
人
心

　
は
形
勢
に
從
つ
て
攣
化
す
、朝

に
父
子
と
爲
り
、
夕
に
胡
越
と

　
爲
り
、
反
覆
離
會
鴇端
倪
す
べ
か
ら
亥

善
く
兵

に
將
た
る
者
は
、

　

當
に

一
擧
志
を
得
る
の
際
に
當
り
、激
勵

奮
發
し
.衆
旅
に
告

　
陳
し
西訊
を
執
り
醜
を
獲
て
詩巣
穴
を
掃
除
で
、是
を

以
て
蝸
根

絶
え
て
災
蘖
息
み
.
以
て
治
夲
を
致
す
べ
し
、
二
け
、
一
た
び
奥

　
朋
の
精
悍
を
率
ゐ
て
東
軍
を
敗
り
、
互
魁
を
走

ら
す
、
其
の
功

　
亦
た
偉
な
り
、
而
し
て

一
勝
の
後
ち
、
驕
惰
竝

に
生
じ
、未
だ
追

　
討
に
及
ば
す
、
陛
辭
し
て
鎭
に
歸
り
.
邃
に
賊
を
し
て

勢
を
養

　
ひ
再
起
せ
し
む
、其

の
罪
は
義
貞
と

↓
律
の
み
、
再
擧
し
て
入

　
り
て
樗
く
る
に
及
び
、
諸
部
觀
望
し
、
兵
馬
集
ら
す
、能
く
鎌
倉

　
を
拔
く
と
雖
も
、
而
し
て
師
は
安
部
野
に
潰

へ
.
身
は

白
刄
に

膏
ら
し
、
骨
は
黄
壌
に
朽
つ
、
豈
に
惜
し
む
べ
き
の
甚
だ
し
き

　
に
非
す
や
」
然
れ
ど
も
其

の
忠
烈
の
如
き
は

美
を
二
楠
に
娩

　
べ
、而
し
て
千
載
餘
芳
あ
り
。
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藤

原

藤

房

多

君

忠

諌

觸
皇

威
芸

就

誰

知

有
昌是

非
薯

使
昌當

年

能

死
7事
「良

勝

丘

壑

著
"偲

衣
哺

　

藤

房

直

言

極

諌
、歴
昌陳

時

弊
肋可
γ謂
γ不
'負
昌納

言

　

之

寄
騨矣
、而

帝

之

不
γ從
風其

言
一也
、則

戸
旦

憤
γ世

　

悼
γ時
、棄
"君

父
'而
蹄
。緇

徒
鞠謂
轟之

能

自

晦

則

可
、

　

謂
副之

忠

臣
嚇即

余

不
「知

也
、藤

氏

之

於
γ朝
、世

臣

　

也
、父

子

一
族

皆

列
顯

達
一富

貴

榮

耀

赫
昌赫

乎

　

一
時
一爲
昌藤

房
,者
、諌

而

不
レ聽

則

宜
昌繼
レ之

以
ツ死

・
也
、若

使
▼未
v能
γ死
レ之

而

護
昌君

於

艱
難

之

際
噌竭

v力

霪
γ心

輿
昌王

室
一共
中存

亡
昌則

足
驫以

塞
τ責

也
、今

　

夫

脱

然

棄
畠君

父
"而

不
v顧
、高

蹈

遠

引
、與
昌鳥

獸
一

　

爲
v群
、豈

非
昌
M
己
-之

私
畿

、比
。之

惜
γ生

苟

免

者
幽

　

其

何

遠

之

有
。

　
　
　
　
　

詩

史
顰

　

藤
原
藤
房

多
と
す
君
の
忠
諌
し
て
皇
威
に
觸
る
ゝ
を
、去
就

誰
か
知
ら
ん
是

非
あ
る
を
、若
し
當
年
能
く

事

に
死
せ
し
め
ぱ
、良
に
勝
る
丘
壑

に
僧

べ
を
著
く
る
に
o

　
藤
房
は
直
言
極
諌
し
て
肝
弊
を
歴
陳
す
、納
言

の
寄

に
負
か
す

　
と
謂
ふ
べ
し
、
而
し
て
帝

の
其

の
言
に
從
は
ざ
る
や
.
則
ち

桶

　
旦
世
を
憤
雁
り
時
を
悼
み
、
君
父
を
棄
て
て

緇
徒
に
歸
す
.
之

　
力
を
能
く
自
か
ら
晦
ま
す
と
謂
ふ
は
則
ち
可
な
り
、之
を
忠
臣

　
と
謂
ふ
は
,則
ち
余
は

知
ら
ざ
る
な
り
、藤
氏

の
朝

に
於
け
る
亀

　
世
臣
な
り
.父
子

唱
族
、皆
な
顯
達
に
列
し
、
富
貴
榮
耀
、
一
時
に

　
赫

々
た
り
、
藤
房
た
る
者
は
諌
め
て
聽
か
れ
ず
ん
ぱ
、
則
ち

宜

　
L
く
之
に
繼
ぐ
に
死
を
以
て
す
べ
し
、若
し
未
だ
之

に
死
す
る

　
能
は
す
し
て
、
鴛
を
艱
難
の
際
に
護
り
、
力
を
竭
し
心
を
蠱
し
.

　
王
室
と
存
亡
を
共

に
せ
し
め
ぱ
.
則
ち
以
て

責

を
.塞
ぐ
る
に

　
足
ら
ん
、今
夫
れ
脱
然
と
し
て
君
父
を
棄
て
て

顧
み
す
、
高
踏

　
遠
引
し
て
、鳥
獸
と
群
を
爲
す
、
豈
に

一
己
の
私
に
非
す
や
、之

　
を
生
を
惜
み
て
苟
も
冤
る
ゝ
者
に
比
す
る
に
、其
れ
何
の
遠
き

　
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。

九



謝
.噌
『

-

　
　
　
　
　
　

日
本

詩

話
叢

書

　
　
　
足

利

愈

氏

天

皇

誤

認

假

爲
v眞
、本

是

豺

狠

不
v可
γ馴
、從
y昔

姦

雄

能

定
レ世
、勝
昌居

勞

力

只

殘
ウ民
。

　

奪

氏

狼

戻

狙

詐
、爲
驫
一
時

之

姦

雄
薗

昌天

皇
一殺
唱

　

皇

太

子
嚇大
,逆

無

道
、人

紳

所
昌共

憤
h
血
十

餘

年

　

之

間
、生

民

之

肝

腦

塗
γ地

矣
、雖
邑萬

死
一不
γ足
露以

　

償
鱒其

罪

也
、夫

新

田

氏

父

子

宗

族
、皆

爲
y
劉
禽

　

滅
嚇殆

無
"喉

類
「覺

非
昌萬

世

之

大

讎
鰤乎
、故

號

爲
轟

　

之

遠

孫

苗

裔
一者
、不
v能
勵既

及
"其

世
而

報
も之

讎
甲

　

也
、則

宜
下撥
"其

塚
葡

鞭
昌其

骨

一以

泄
纔輯

先

忠

.義

　

之

憤
顧而

表
も子

孫

孝

誠

之

心
し也
、夫

復
v讎

雖
昌百

・
世
一可

.也
、是

春

秋

之

逋

義

也
。

　
　

足

利

直

義
　

　

　

　

　

　
　

　

　
,

姦

謀

百

出

傾
己人

國
友

以
昌奇

蝸
一及
6自

家
h兄

弟

鬩

一
〇

　
　
足
利
奪
氏

天
皇
は
誤
り
認
め
て
假
を
糞
と
爲
す
、本
と
是
れ
豺
狼
馴
ら
し
む

可
か
ら
す
、昔
よ
り
姦
雄

に
能
く
世
を
定
む
、
君
が
勞
力
只
だ

民

を
殘
ふ
に
勝
る
。

　
酋
氏
、
狼
戻
狙
詐
に
し
て

一
時
の
英
雄
た
り
、天
皇
を
幽
し
、皇

　
太
子
を
殺
し
、
大
逆
無
道
、
人
紳
の
共
に
憤
る
所
な
り
、五
十
餘

　
年
の
間
、
生
民
の
肝
腦
は
地
に
塗
る
、萬
死
す
と
雖
も
、以
て
其

　
の
罪
を
償
ふ
に
足
ら
す
、
夫
れ
新
田
氏
の
父
子
宗
族

は
、皆
な

　
禽
滅
せ
ら
れ
、
殆
ん
ど
嘸
類
な
し
、豈
に
萬
世

の
大
讎
に
非
す

　
や
、故
に
號
し
て
之
れ
が
遠
孫
苗
裔
た
る
者
、既
に
其
の
世
に

　
及
ん
で
之
が
讎
を
報
ゆ
る
能
は
す
ん
ぱ
、則
ち
宜
し
く
其
の
塚

を
撥
き
而
し
て
其
の
骨
を
鞭
ち
、以
て
組
先
忠
義
の
憤
を
泄
ら

し
、
而
し
て
子
孫
孝
誠
の
心
を
表
す
べ
し
、夫

れ

讎
を
復
す
る

　
は
、百
世
と
雖
も
可
な
り
、是
れ
春
秋
の
通
義

な
り
。

　
　
足
利
直
義

'

姦
謀
百
出
し
て
人
國
を
傾
け
、
又
た
奇
鰌
を

以
て
自
家
に
及
ぼ



7鵬

γ牆
身

且

死
、好
v邏

天

道

豊

舛

差
。

　

直

義

權

謀

機

智

皆

過
昌其

兄
嚇而

陰

狡

殘

賊

亦

　

特

甚

焉
、幽
"天
皇
一殺
昌皇

太

子
柵皆

其

斯
γ歉

也
、帥

　

使
邑足

利

氏

幸

無
り有
昌此

人
門則

奪

氏

亂

賊

不
v至
昌

　

此

極
一矣
.其

亦

元

惡

大

慈
、不
v可
ヨ以
レ從
v賊

而

減
昌

　
　
一
等
一也
、及
B兄

弟

構
ド難

佯

歸

順

以

援
昌王

師
嚇朝

　

廷

亦

以
翻姑

息
噌爲
レ便
.不
γ加
昌天

誅
一終

令
億亂

賊

縱
昌

　

其

詐
肉豈

非
v可
膨恨

乎
、然

其

終

也

敗

亡

相

繼
、卒
臥

　

于

鴆

穀
n則

出
"乎

爾
一邃
"乎

爾
h天

道

亦

昭

昭

矣
。

　
　
　
赤

松

則

村

有
レ功

無
v賞

爲
昌姦

諛
嚇奈

恨
昌君

王
一與
區異

鬪
嚇擧
y事

未

γ離
功

利

念
、圓

心

畢

竟

是

非
v夫
。

　

魯

仲

蓮

日
、所
v貴
嘱於

天

下

之

士
一者
、爲
v人

排
レ患

　

釋
γ…難

解
自紛

亂
.而

無
v取

也
、則

村

首

建
6義

旗
」恢
昌

　
　
　
　
　

詩
史

顰
唯

す
.
兄
弟
牆
に
閲
ぎ
身
且
つ
死
す
、
邃
す
を
好
む
の
天
道
は
豈
に

舛
差
せ
ん
や
。

　
直
義
、
權
謀
機
智
、皆
な
其

の
兄
に
過
ぐ
、而
し
て
陰
狡
殘
賊
、亦

　
た
特
に
甚
だ
し
、
天
皇
を
幽
し
、皇
太
羊
を
弑
す
る
は
、皆
な
其

　

の
歡
ゆ
る
所
な
り
、帥
ち
足
利
氏
を
し
て
幸
に
此
人
有
る
こ
と

　
無
か
ら
し
め
ば
、
則
ち
霹
氏
の
亂
賊
、
此

の
極
に
至
ら
す
、其
れ

　
亦
た
元
悪
大
慈
な
り
、賊
に
從
ふ
を
以

て

}
等
を
減
す
べ
か
ら

　
す
、兄
弟
難
を
構

へ
、
佯
り
歸

順
し
以

て
王
蜂
を
援
く
る
に
及

　

び
、朝
廷
も

亦
た
姑
息
を
以
て
便
と
爲
し
、
天
誅
を
加
へ
す
、絡

　

に
亂
賊
を
し
て
其
の
詐
を
縱
に
せ
し
む
、豈
に
恨
む
可
き
に
非

　
す
や
、然
れ
ど
も
其

の
絡
り
や
敗
亡
相
繼
ぎ
、鴆
殺
に
卒
る
、則

　
ち
爾
に
出
つ
る
も
の
は
愍
に
還
る
、天
道
は
亦
た
昭
々
た
り
。

　
　
赤
松
則
村

功
あ
り
賞
な
き
は
姦
諛
の
爲
め
な
り
、奈
ん
ぞ
君
王
を
恨
ん
で
異

圖
に
與
す
る
、事
を
擧
げ
て
未
だ
離
れ
す
功
剰
の
念
、
圓
心
は
畢

竟
是
れ
夫
に
非
す
。

　
魯
仲
連
の
曰
く
、
天
下
の
士
に
貴

ぶ
所

の
者
は
、
人
の
爲
め
に
、

　
患
を
排
し
難
を
釋
き
、紛
亂
を
解
き
て
而
し
て
取
る
な
き
な
り

　
と
、則
村

は
首
と
し
て
義

旗
を
建

て
中
原
を
恢
復
す
、共
の
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二



邸7

日

本

詩

話

叢

書

復

中

原
嚇其

功

亦

大

矣
、然

及
哲其

奪
嵩守

護

職
触憤

恚

怨

望
.助
賊

爲
監虐
、其

所
昌螢

爲
朔壼

是

出
鷁乎

功

利

之

心
嚇而

不
v知
呂忠

義

之

可
ワ貴

也
、豈

所
γ謂

天

下

之

士

哉
、且

其

功

之

不
γ見

『録

也
、誰

令
畠之
∴然
朔

豈

非
"准

后

之

讒

一乎
、曾

氏

諂
昌事

准

宕

離

昌間

將

士
↓則

亦

其

所
v使

也
、爲

昌則

村

'者
、寧

飮
"其

頭
嚇食
"

共

肉

一而

報
甲之

怨
"而

有

立
昌之

下

風

一爲

8之

謀

圭

層

勸
v之

擁

立

閏

位
嚇而

爲
昌王

室

腹

心

之

患
嚇何

其

怨
出王

室
乏

深

也
、又

何

臣
昌轟

所
7怨

之

謹

也

吾

兼
レ知
撚其

爲

昌何

心
鱒也
、算

氏

雖
ド賊

乎
、不
v吝
昌土

地
舳

割

封
昌從

賊

則

貪

剰

之

奴
、亦

破
昌寳

玉

之

賞
"而

巳

。

高

師

直

=

一

も
亦
た
大
な
り
、
然
れ
ど
も

其
の
守
護
職
を

奪
は
る
ゝ

に
及

び
、憤
恚
怨
望
し
て
賊
を
助
け
て
虐

を
爲
す
.其
の
營

爲

・ア

る

所
は
壹
に
是
れ
功
利
の

心
に
出
で
て
、
思
義
の
貴
ぶ

可

き
を

知
ら
ざ
る
な
り
、豈
に
謂
は
ゆ
る
天

下
の
士
な
ら
ん
や
、
且
つ

其
の
功
の
録
せ
ら
れ
ざ
る
は
誰
れ
か
之
を
然
ら
し
め
た
る
、豈

・に
准
后
の
讒
に
非
す
や
、.箪
氏
は
准
后
に
謂
事
し
、
將

士
を
離

闇
す
、則
ち
亦

た
其
の
せ
し
恥
る
所

な
り
、則
村
た
る
者
は
宜

し
く
其
の
頭
に
飮
し
其

の
肉

を
食

ひ
て
、
之
が
怨
を
報
す
べ

し
、而
る
に
甘
じ
て
之
が
下
風
に
立
ち
、
之
が
謀
主
と
な
り
、之

に
勸
め
て
閏
位
を
擁
立
し
、
而
し
て
、
王
窒
腹
心

の
患
を
爲
す

何
ぞ
其
の
王
室
を
怨
む
の
深
き
や
、
叉
た
、
何
ぞ
怨
む

所
に
臣

事
す
る
の
謹
め
る
や
、吾
れ
未
だ
其

の
何
の
心
た
る
を
知
ら
ざ

る
な
り
、尊
氏
は
賊
と
雖
も
、
士
地
を
吝
ま
す
、割
い
て
從
賊
を

封
す
、則
ち
貪
利
の
奴
蚤
、亦
物
寳
玉
の
賞
に
感
す
る
の
み
。

高
師
直

糠
ゴ人

婦

女
一奪
轟人

田
嚇震
v圭

淫

威

高

執

權
、將

士

爲
　
　
人
の
婦
女
を
掠
め
人
の
田
を
奪
ひ
、
主
を
震
す
る
淫
威
高
執
槿



1町

v君
呑
v怨

死
、於
巳君

死

日
一亦

誰

憐
。

　

師

直

一
旦

極
邑富

貴

驕

汰

隨

生
、荒

淫

無
γ度
、谿

　

壑

無
v滿
、邇

逍
昌奪

氏
一而

逐
昌直

義
嚇夫

奪

氏

忘
v恩

　

負
v義
、以

犯
昌圭

上
嚇則

師

直

亦

能

學
"圭

人

翕

耳
、

　

亦

誰

尤

乎
、師

直

之

見
レ殺
、髭

首

乞
v哀
、僥

倖

苟

　

負
、其

李

生

之

勇

氣

安

在

哉
、夫

仁

者

必

有
γ勇
、

　

勇

者

不
曽必

有
"仁
、則

眞

勇

者

出
昌乎

夲

索

存

養

　

之

積
葡

非
=

時

血

氣

之

爲
脚也

師

直

藉
.圭

威
囀

　

據
。權

勢
一則

其

以

爲
伊勇

者
、亦

特

血

氣

耳
、宜

矣

　

其

臨
"死

生

之

際
鍛

鰊

然

如
昌犠

牛

之

就
ワ屠

也
、

　

挽

亦

小

人

之

常

態

也
。

　
　
　
足

利

義
,滿

南

北

和

同

致
鳳小

康
明東

田

覇

業

此

時

昌
、王

家

不

比
"將
家

好
嚇勸
γ汝

休
γ爲
♂
太

上

皇
舶

「　
　
　
　
　

詩

史
顰

將
士
は
君
が
爲
め
に
怨
を
呑
ん
で
死
す
、君
が
死
日
に
於
て
亦
た

誰
か
憐
ま
ん
。

　
師
直
は

一
旦
富
貴
を
極
め
、驕
汰
隨

つ
て
生
じ
,荒
謠
慶
な
し
、

　
谿
壑
滿
つ
る
な
し
、
途
に
尊
氏
に
逍

り
て
直
義
を
逐
は
し
む
、

　
夫
れ
奪
氏
は
恩
を
忘
れ
義

に
負
き
、
以
て
主
上
を

犯
す
、
則
ち

　
師
直
も
亦
た
能
く
主
人
翕
を
學
ぷ
の
み
、亦
た
誰
を
か
尤
め
ん

　
や
、師
直
の
殺
さ
る
ゝ
や
鏤
ル首
、哀
を
乞
ひ
、僥
倖
苟
く
も
免
る
価

　
其
の
李
生
の
勇
氣
安
く
に
か
在
る
や
、夫
れ
仁
者
は
必
ら
す
勇

　
あ
り
,勇
者
は
必
ら
す
し
も
仁
あ
ら
す
、
期
ち
眞
の
勇
者
は

卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

し
わ
ぽ

　
素
存
養
の
積
に
出
ず
.
而
し
て

】
時
血
氣
0
爲
に

非
ざ
る
な

　
り
ひ師
直
は
屯
の
威
を
藉
り
、構
勢

に
據
る
、則
ち
其
の
以
て
勇

　
と
爲
す
者
も
、
亦
だ
特
に
血
氣
の
み
、
宜
な
り
其
の

死
生
の
際

　
に
臨
み
、
轂
陳
然

と
し
て
,犧
牛
の
屠

に
就
く
が
如
し
、抑
.も
亦

　
た
小
入
の
常
態
な
り
。

　
　
足
利
義
滿
　
　

　
　
、

南
北
和
同
し
て
小
康
を
致
し
、
東
山
の
覇
業
此
時
に
昌
ふ
.王
家

は
將
家
の
好
き

に
比
せ
す
、
汝
に
勸
む
太
・上
皇
と
爲
る
を
休
め

よ
。

一
三



鵬了

　
　
　
　
　

日
本

詩
話

叢
書

馳
義

滿

戡
"定

蝸

亂
嚇
一
"匡

天

下
り寛

猛

相

濟
、威

惠

　

敷
邑乎

遐

翼

可
v謂
冨才

略

遠

超
昌其

父

組
一矣
、然

功

　

伐

自

矜
、驕

侈

僭

上
叡

山

之

遊
癡

嚇上

皇

之

鹵

　

簿
一矣

叉

嘗

有
γ言
、己

爲
昌天

子
納以
昌山

名

細

川
一比
昌

　

攝

家

清

華

其

兇

悖

一
何

似
昌爾

父

祀
一也
、亦

萬

　

世

之

罪

人

也
、義

滿

叉

嘗

受
昌朱

明

封

爵
噛稱
"臣

　

於

異

國
一而

不
γ悟
γ損
"我

日

本

之

威

風
.也
、.即

令
覧

　

其

事
昌我

主
苡

㊥事
昌異

國
"之

禮
ハ則

叉

無
v害
y爲
昌純

　

臣
一也
、唯

共

桀

驚
、能

蔆
v弱
、而

不
レ能
γ不
v懼
レ強

歟
、・

　

夫

柔

亦

不
γ茹
、剛

亦

不
v吐
、然

後

可
γ謂
麟眞

英

錐

　

矣
、如
8義

滿
騨亦

可
γ鄙

央
。

　

.
細

川

頼

之

輔
v幼

匡
v時

大

業

慱
、文

才

武

略

一
時

賢
、君

須
鱈疾

・

去

懸

麗

榻
蒲

室

蒼

蠅

誰

昔

然
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

義
滿
は
蝸
亂
を
戡
定
し
、
天
下
を

一
匡

し
、
寛
猛
相
ひ
濟
ひ
、威

惠
遐
邇
に
敷
く
、
才
略
は
遠
く

其
の
父

祀
に
超
ゆ
と

謂
ふ
べ

し
、
然
れ
ど
も
功
伐
肖
か
ら
矜
り
、驕
侈
潜
上
し
、叡
山
の
遊
は
、

上
皇
の
鹵
簿
に
擬
す
.
又
た
嘗
て

言

へ
る
あ
り
、
己
れ
天
子
と

爲
り
.
山
名
細
川
を
以
て
攝
家
清
華
に
比
せ
ん
と
、
其
の
兇
悖

一
に
何
ぞ
爾
の
父
祺
に
似
た
る
や
、
亦
た

萬
世
の
罪
人
な
り
、

義
滿
叉
た
嘗
て
朱
明
の
封
爵
を
受
け
、
臣
と
異
國
に
稱
す
、
而

し
て
我
が
日
本
の
威
風
を
損
す
る
を
悟

ら
す
、即
し
其
れ
を
し

て
我
が
主
に
事
ふ
る
に
異
國
に
事
ふ
る
の
禮
を

以
て
せ
し
め

ぱ
、則
ち
叉
た
純

臣
た
る
に
害
な
し
、唯
だ
其
の
桀
驚
、能
く
弱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
みぐ
ら

を
凌
ぎ
.
而
し
て
強
を
懼
れ
ざ
る
能
は
す
、夫
れ
柔
も
亦
た

茹

は
す
、
剛
も
亦
た
吐
か
す
、然
る
後
に
、眞

の
英
雄
と
謂
ふ
べ
し
、

義
滿
の
如
き
は
、亦
た
郡
し
む
べ
き
か
な
。

　
　
細
川
藾
之

幼
を
輔
け
時
を
匡
し
大
業
傳
ふ
、
文
才
武
略

層
時
の
賢
な
り
、
君

は
須
ら
く
疾
ぺ
去
り
て
禪
榻
を
懸
く
べ
し
、滿
室
の
蒼
蝿

は
誰
昔

よ
り
し
て
然
り
、



マ

父

不
v父
、子
.不
v子
、君

不
レ君
、臣

不
v臣
、足

利

氏

之

家

法

也
、而

叉

有
冒如
昌頼

之
乏

賢
靹豈

非
昌鐵

中

錚

錚

者
一乎
、輔
昌導

藐

焉

之

孤

兒
朔而

恢
昌弘

覇

府

之

基

業
曲可
v謂

良̀

臣
騨矣
、然

功

高

權

重
、讒

慝

之

所

γ生
、鳴

乎

賢

如
昌頼

之
門亦

未
γ免
昌海

南

之

謫
脚矣

.其

詩

日
、滿

室

蒼

蝿

掃

難
レ盡
、去

尋

禪̀

榻

}桂
昌清

風
嚇

夫

使
ヨ義

滿

震

雷

之

怒

不
臨竟

解
{則

大

患

將
昌立

至
一矣

、欲
雪尋
"禪

榻

一而

桂
浄清

風
垣其

可
v得

乎

、功

成

身

逞
、天

之

遒

也
、若

能

及
ド早

而

引

去
、雎
v有

畠蒼

蝿
ハ其

如
レ我

何
、夫

豈

富

貴

利

逹

之

釘
昌其

心
門而

不
v能
目決

然

勇

退

一歟
、幸

而

義

滿

覺

悟

、再

得
v執
6

政

柄
嚇抑

亦

天

之

擁
昌護

善

入
一也
。

父
、父
た
ら
す
.子
、子
た
ら
す
、君
、君
た
ら
す
、
臣
、
臣
た
ら
ざ
る

は
、
足
利
氏
の
家
法
な
り
、
而
し
て
又
た
頼
之

の
如
き
の
賢
あ

り
.
豈

に
鐵
中
の
錚
々
な
る
者
に
非
ず
や
、
藐
焉
た
る
孤
兒
を

輔
導
し
、
而
し
て
覇

府

の
基
業
を
恢
弘
に
す
、良
臣
と
謂
ふ
べ

し
、然

る
に
功
高
く
權
重
き
は
、讒
慝
の

生
す

る
所
、鳴
乎
賢
な

る
こ
と
頼
之
の
如
き
も
、
亦
た
未
だ
海
南
の

譎
を
免
れ
す
.
共

の
詩

に
曰
く

「滿
室
の
蒼
蠅
描
ぺ
ど
も
盡
し
難
し
.
去

つ
て

禪

榻
を
尋
ね
て
清
風
に
挂
け
ん
」
と
、夫
れ
義
滿
震
雷
の
怒
り
、竟

に
解
け
ざ
ら
し
め
ぱ
、則
ち
大
患
將
に
立
ち
ど
こ
ろ
に
至
ら
ん

と
す
、
禪
榻
を
蕁
ね
て
清
風

に
挂
け
ん
と
欲
す
る
も
、
共
れ

得

べ
け
ん
や
、
功
成
り
身
退
く
は
、
天
の
道
な
り
、若
し
能
く
早
に

及
ん
で
引
き
去
ら
ば
、
蒼
蠅
あ
り
と
雖
も
、
其
れ
我
を

如
何
せ

ん
や
、
夫
れ
豈
ん
ど
富
貴
利
逹
の
其
の
心
に
釘
し
、
而
し
て
決

然
と
し
て
勇
退
す
る
能
は
ざ
る
か
、
幸
に
し

て
義
滿

覺
悟
し
、

再
び
政
柄
を
執
る
を
得
た
り
、
抑
も

亦
た
天

の
善
人
を
擁
護

す
る
か
。

硼

詩

史

顰

一
遜
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隙

跋　

　

　

　

　

　

メ
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
レ

　

　

ハ

杜

少
陵

詩

聖
也
、而
有
二詩

史
之

稱
薀

陵

黄

遠

公

著
讃

史

吟

評
嚇其

亦

詩

史

　

　

ヂ
　
　
　
　
る　
　

テ
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ノ
　
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ヲ

之

遺

.意

也

、僕

嘗

讀

昌南

朝

之

紀

傳

嚇而

感

7其

忠

邪

仁

暴

之

不

」

理

亂

興

亡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

プ

ノ

　めノ

テ

シ
テ

ク

　
　
ト

メ

フ

コ

　

　

　ス

　

　

　

　

　

レ
　
　
　
　
ラ
　
エ
ヲ
　
　
　
　
ラ

　

キ
テ

　

　

　

　

ヲ

之

無

う
常

、而

自

忘

二其

分

嚇越

二尊

俎

一而

述

昌是

編

哨敢

僣

名

昌詩

史

嚇而

傚

顰

于

遠

公

輔

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト
ソ
　
　
し
　
　
　
　
　
コ
　
　
レ
　
　
　
　
　ス
　
　
メ
　
　
ヂ

也

、膚

淺

之

學

、鄙

陋

之

識

、規

規

然

唯

蹤

跡

之

追

隨

、
而

於

國

事

之

大

體

、
人

　

　

　

ま
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
ス
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ル
　
　チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　け　　
　
テ
ヤ

心

之

隱

微
蕪

L

闡
萌

乎
其

間
著
卸則
亦

里

之
捧

心

者

也
、讀

者

幸

舍
醜

之

や
ラ
　
　
ム
　
　
メ
　
　
レ
　

　
　
　
　
ト
シ
　

テ
　
　
ト
ス
ル
　

ラ
　
　
　
　
　
ラ

可

ツ悪

、而

取

鴣于

美

γ美

悪

レ惡

之

心

一矣

。

寛

政

壬

子

秋

夕

　

　

　
　

顧

田

市

人

市

野

光

彦

識

　

　

　

　

　

　

ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

市

野

光

彦

、俗

稱

市

野

屋

三

右

衞

門

、狩

谷

望

之

、俗

稱

津

輕

屋

三

右

衞

門

、

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

コ

　　バ

ム

テ

レ

　

シ
テ

　

　

　

　

コ　
　
シ

ニ

人

交

友
、實

如
二兄

襲

當

時

都

下

有
7市

商

好
二學

問
曜

是

六

衞

門

之

諺
摺

昌

　

　

　

　

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ハ

ノ
　
　
　
　

チ

此

爾

人
一而

言

也
、其

他

如
二近
藤

守

重
、佐

藤

坦
、松

崎

復

伊

澤

信

恬
、木

村

定

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ
ヲ
　
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
テ
　
ム
　
　テ

　

　

　

　

　

ノ

良

、前

田

夏

蔭

筆

皆

友

人

也

、
一
日

諸

友

相

會

讀
γ書

、當
昌其

文

義

不
レ通
、衆

議

　

　

　

跋
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砲

　

　

　

日
本

詩

話
叢

書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
.
　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

ダ
　

ヂ
セ
　
　
　
　

コ
　
　
　
　

ニ
　
　
ぐ
　
　
リ
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ラ
　
　
　
　
　
　
　

キ

レ
チ
　
　シ
テ
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

う　

へ

未
γ決

之

際

窓

外

偶

有

二倉

庚

↓數

聲

弄
二好

吾

ハ光

彦

開

γ戸

叱

レ之

日
、喧

噪

不
膨堪
、

ク

　
れ

ビ

ゆ

　

　

　

　

　

セ
リ

　

　
レ
ハ

レ

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　
　

ズ

コ

　
ツ

ヒ

　
ル

テ

宜
二速

飛

去
コ

坐

皆

絶

倒

矣
、此

是

文

化

年

間

事
、其

人

物

非

凡
、可
二想

見
嚇因

ベ
シ静

ノ
　

　

ワ

テ

フ
　

　

畿

録

二此

一

事

ハ以

換

二跋

文

刈

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

枳
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ノ
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ダ
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ゑ

フ

元

建

諸
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忠

邪

之

論
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詩
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評
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一

一

公

卒

、吾

復

何

言

、竊

…
謂

方

今
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論
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